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（20）（20） 「ネット発展状況統計報告書」の解読２「ネット発展状況統計報告書」の解読２

　中国インターネット情報センター（ＣＮＮＩＣ＝Ｃｈｉｎａ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ）が公開した「第１９回インターネット発展状況統計報告書」は、中国人が携帯
端末を通してインターネットにアクセスする状況を初めて整理しており、興味深い。調査によると、中国では、
１７００万ユーザーが携帯端末を通してインターネットにアクセスしている（以下、モバイル・インターネット・
ユーザーと呼ぶ）。ここでいう携帯端末とは、携帯電話（モバイル・ＰＨＳ）はもちろん、モバイルキャリアー
が販売しているノートＰＣ用のアクセスカードも含まれている。

　◇モバイルユーザーは「男性社会人」
　モバイル・インターネット・ユーザーのうち男性は６７．８％で、女性は３２．２％を占めている。一方、インター
ネットユーザー全体での比率は男性５８．３％、女性４１．７％で、モバイル活用は、男性比率が高い。
　モバイル・インターネット・ユーザーの属性を見てみると、会社に勤めている社会人が３１．５％、その次に、
学生が３０．９％となっている。インターネットユーザー全体では、逆に、学生が３２．３％で、社会人が
２９．７％である。おそらく、その理由としては、インターネットアクセスできる携帯端末の値段が若干高く、
データ通信の利用料金が、音声やショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）以外にかかってしまう点がある。
　モバイル・インターネット・アクセスへの不満としては、主に（１）利用料が高い（２）ダウンロードスピー
ドが遅いーが挙げられている。２００８年の北京五輪、１０年の上海万博を契機にした、中国３Ｇ（第
３世代）携帯サービスの開始・拡大への期待が大きい。

　モバイル・インターネット・ユーザーの職業分布（ＣＮＮＩＣからの引用）

　◇日系、万博までが正念場
　０６年１２月末現在、中国携帯ユーザー数は既に４億６１００万に達している。その内の１７００万人が、
モバイル・インターネット・ユーザーであり、まだ全体の４％しかいないことになる。
　今後、モバイル・インターネット・サービスの拡大余地はまだまだあると考えられる。現状は、まだ、社
会人向けの商用ニーズと学生向けの娯楽用ニーズのごく一部にとどまっている。
　広帯域のモバイル・インターネット・サービスの先進マーケットである日本において、各種サービスを
提供してきている日系のサービス事業者は、これまでに数々参入をしてきたが、今からが正念場であろう。
適切なパートナーを見つけて、中国人の嗜好（しこう）をうまく取り入れながら、巨大な中国市場で成功
できるかどうかは、万博までのあと４年間で決まるだろう。
（主任コンサルタント　唐栄／総経理　中島久雄）
出所：「第１９回インターネット発展状況統計報告書」２００７／０１／２３
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